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安倍政権の
危険なもくろみ

｢世界で一番企業が活動しやすい国｣を目指して

～多国籍企業に優しい安倍政権～

■国政を、国民の反対にあわないで

進めたいので、国家を縛る法律で

ある憲法を、看板は「憲法」その

ままに、その中身を国民を縛る法

律に取り替えます。

■秘密保護法の名のもとに、「秘密」

印を乱発して、国民にいらぬ情報

を与えないですむようにします。

秘密を知ろうとする者は処罰し

ます。

■TPPの導入で、関税が取り払われ、

投資先の国の国内保護政策も無

視でき、より安い労働者を使える

ので、多国籍企業は活躍しやすく

なります。

■集団的自衛権の行使を容認するこ

とで、アメリカが第三国に武力で

介入してその国に影響力を与える

ことに日本も加担できます。その

結果、多国籍企業がその国に資本

を投下して商売をする機会を得ら

れます。

弁護士井上洋子

■労働法制は、労働力の移動を簡単にし、

企業が不要になれば解雇が簡単にでき

るように変更します。

■教育改革や、道徳教育の名のもとに、黙々

と働き、黙々と税金を払い、国のいう

ことには逆らわず、国の方針に疑問を

抱かず、自分の意見を公言することを

差し控え、場合によっては命を捧げる

ことをも辞さない国民（立派な国民）

を養成します。

■税制は、多国籍企業や大会社を優遇して、

そのもうけを支援します。



私たちはこんな社会を望んでいま式
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ごく普通の国民の私たちが望むのは、真面目に働きさえ

すれば、衣食住が足りて、家族と一緒に笑って暮らせ、子

どもに教育を与えることができ、安心して老いていくこと

のできる社会です。病気になれば医者にかかれ、失業すれ

ば最低生活保障がある社会です。そうした支え合いのため

に税金を払います。

安倍首相は会社が儲かれば労働者の賃金も上がるだろうと期待してるようですが、

企業には労働者に利益を平等に分配する義務はありません。安倍政権は国民の生活

を保障する政府の責務を会社に押しつけようとしていますが、会社はそんなことし

らんふりするのが当然です。そんな美談が実現するなら世の中のからとっくに大金

持ちと貧困とはなくなっているはずです。

寒 婚外子の相続について

A鷺擢晏謡鰹睾二鰯
回議雷語＝高裁判糯鮮撫鰯舞挺

分とした民法900条4項但書について、法の下の

平等を定めた憲法14条に違反して、違憲・無効との判断を示しました。

諸外国においても、婚外子の地位を「嫡出子」と平等に扱うという傾向が強まるなかで、かつての合憲

判断を改めたものです。今回の判断で、2001年7月時点以降の相続については婚外子の相続分は「嫡出

子」と同等となります。しかし、この時点以降の相続であっても、現在までに這産分割が決着した事案に

ついては、法的安定性の立場から、覆らないとも判断していますので、「決着」したかどうかが争いとなる

こともあります。
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言官の冒窒

圃③
｢福島原発事故を検証する」開催

講 演

11

2013年11月25日、9条をいかそう木津川地域連絡会主催、

当事務所友の会共催で、講演会「福島原発事故を検証する」が

開催されました。参加者は150名でした。

奥章・大阪きづがわ医療福祉生協専務理事の開会挨拶のあと、

安部誠治・関西大学社会安全学部教授の基調講演がありました。

政府事故調査委員会の仕事に携わった経験を踏まえ、事前の安

関西大学社会安全学部教授全規制及び過i
安部誠治さん

東京電力も事

故直後の対応が不十分であったことがわ

かりやすく説明されました。

その後、原発賠償関西訴訟原告団の森

松明希子代表、佐藤勝十志副代表から、

避難生活を余儀なくされた理由、訴訟を

提起するに至った経緯について心に迫る

訴えがありました。

福島原発事故への十分な施策の実施、

与党。財界が主導している原発再稼働を

許さないことの必要性が再確認できた講

全規制及び過酷事故対策が疎かであったこと、 そのため政府も

●
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演会でした。 砿：
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きづがわ塾
寮づがわ塾

裁判員裁判法廷傍聴
9.26TPP

井上 裁判員裁判傍聴企画に30名を超える多数の応募があ

り、急きょ二回に分けて実施しました。

参加者に事件内容を説明したうえで、午後からの法廷

を傍聴しました。休廷時間にはいろいろな質問にお答え

したり、参加者から感想などもうかがいました。

みなさん、普段テレビなどでみるものと違い、本物の

刑事裁判に関心をもたれたようです。

量刑についても判断の対象とする現在の裁判員裁判の

問題点などについても、問題意識をもっていただけたと

思います。

ー
－一

屋二一一一
｜
’’

一

一
一
一
一
一
一
一
一

岸
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'剛、 ・目の前でくり広げられる生の裁判は、迫力があり

人間ドラマを見る思いでした。

・休憩の折々にわかりやすく説明して下さり、

質問にも答えていただけたのがよかった。

（アンケートより）

11.26「大阪都構想」で大阪はどうなった!？増田弁護士

［ ノ

課 外 授 業
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青山政利さんに聞きました
一
一

インタビュアー：鈴木弁護士、坂田弁護士

■近畿大学を退職されましたが、現在はどのようにお暮らしですか。

昨年、38年間勤務した近畿大学理工学部を退職しました。いま

でも近畿大学で週2回は環境・エネルギーなどをテーマに講義を

していますが、一方で、日本科学者会議の事務局次長に就任し、政

府の科学政策や教育政策に批判的検討を加える活動もしています。

■原発の問題、地球温暖化の問題について否応なく選択を迫られています。先生のお考えは。

原発がダメなことははっきりしています。安全性の問題や使用済みの核燃料の処理の問題がありますが、そもそ

も原発は、建設時や廃炉時に要するエネルギーを考えると効率が悪いのです。かといって地球温暖化につながる化

石燃料に頼りきるわけにもいきません。そもそも、日本はエネルギーの使いすぎ。昭和40年頃までの日本では節

約が当たり前だったのです。それ以降アメリカ発の「消費は美徳」というまちがった考えが行き渡り、大量消費の

時代となりました。物を大事にしない。それは資源を捨て、エネルギーを捨て、物を生産した労働力を捨てること

です。そういう考えを根本的に転換して自然エネルギーで自足する社会をめざすべきです。

■先生は、地域で9条の会を長く開催されてきたと聞いていますが、とと聞いていますが、どのような活動をしてこられたのですか。

2005年に泉大津9条の会が発足し、その代表世話人をしてい

ます。月1回の勉強会を定例開催し、これまで90回近くになる

のですが、いろんなテーマを取り上げ、主として私が講師をして

います。最近では自民党の憲法改正案を5回連続で取り上げまし

た。これほど続けているのは少し自慢です。

■きづがわ共同法律事務所や友の会への注文をお聞かせ下さい。

特に注文はありませんが、自民党の改憲案や悪法については、

市民にわかりやすく訴える役割をいっそうお願いしたいですね。

●
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2月25日(尖）午後6時～

｢知っておきたい遺言の知識」

諦師弁護士横山精一
友の会新春のつど'い
■とき

2014年2月7日（金）午後5時半受付
■ところ

道頓堀ホテル

■会賀

6000円之‐

総会懇親会財、！
■内容

恒例の福引もあります。“

畠豐
裁判員裁判を
傍聴しませんか 5月13日（火）午後6時～

｢災害時の避難や
社会的孤立を防ぐための
個人情報の活用!」

鋼師弁護士青木佳史

厚。。－．Fアワア戸アゴ且

豆の宅 ＝

．．．・・・・●●●●●●●旬●●●●●●●・・・・．．グハイキン。．●
●

●
●

●
●

須腰寺～舗冥於園へ；
●

●

●

● ●
●●

2014年5月31日（十）。．
●
●
●

●・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・●●
<お申込み・お問い合わ廿＞は
同封のFラを戸寛ぐだ六い

市民と司法の橋渡しとして、学習や交流・

懇親、その他バラエティに富む企画で

お待ちしております。

●年会費1000円(個人)を郵便振替用紙で払込

送金してください｡この用紙が入会申込書を兼

ねます(入会から平成26年末までの会費とな

ります)。団体･法人会費は一口5000円です。

●入会された方に､会員カードをお送りします。

●次年度以降の会費支払いは､毎年振替用紙を友の会

送付します。…AOOOOO",9爵職8



ふ
つ
う
の
暮
ら
し
、

つ
か
も
う
安
心難

者
が
生
活
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
阪
弁
護
士
会
で
は
当
初
か
ら
避
難
者
の
法
律
相
談
や
生
活
支
援
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
原
発
事
故
の
原
因
の
多
く
が
未
解
明
で
、
放
射
線

の
影
響
を
知
ら
さ
れ
ず
、
復
興
が
ほ
と
ん
ど
進
ま
ず
、
東
京
電
力
は
真
蟄

に
応
答
せ
ず
、
国
が
避
難
者
へ
の
施
策
を
講
じ
な
い
現
状
に
対
し
、
避
難

者
は
大
き
な
悲
し
み
と
悔
し
さ
を
感
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
三
・
’
一
以
前

の
生
活
が
突
然
奪
わ
れ
、
家
族
と
地
域
が
バ
ラ
バ
ラ
に
分
断
さ
れ
、
特
に

子
ど
も
の
健
康
不
安
が
大
き
く
、
被
害
は
広
く
長
く
深
く
個
別
的
で
す
。

そ
こ
で
、
三
年
の
時
効
を
前
に
昨
年
九
月
一
七
日
、
事
故
対
策
を
怠

っ
た
東
京
電
力
と
、
原
発
を
国
策
と
し
て
推
進
し
安
全
神
話
を
振
り
ま

い
て
規
制
を
怠
っ
た
国
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
を
、
大
阪
地
方

裁
判
所
へ
提
訴
し
ま
し
た
（
第
一
次
原
告
は
、
大
阪
・
滋
賀
・
奈
良
在

住
の
二
七
世
帯
八
○
名
）
。
’
○
○
名
余
り
の
弁
護
団
に
、
当
事
務
所
の

胄
木
・
宮
本
が
入
っ
て
い
ま
す
。
京
都
で
も
同
時
提
訴
、
兵
庫
も
続
い

て
提
訴
し
、
全
国
各
地
（
福
島
・
東
京
・
千
葉
・
札
幌
・
名
古
屋
、
山

形
新
潟
・
前
橋
・
横
浜
）
で
同
様
の
裁
判
が
あ
り
、
協
力
し
て
被
害

の
完
全
賠
償
と
完
全
回
復
の
た
め
の
必
要
な
施
策
を
構
築
さ
せ
る
こ
と

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
「
避
難
す
る
権
利
」
を
確
立
し
、
避
難
し
た
人
。

残
っ
た
人
・
帰
還
し
た
人
す
べ
て
が
同
じ
よ
う
に
、
「
ふ
つ
う
の
暮
ら
し
」

を
取
り
戻
す
た
め
に
、
国
及
び
東
京
電
力
の
「
責
任
」
を
明
ら
か
に
し
、

「
個
人
の
尊
厳
」
の
回
復
を
求
め
て
、
頑
張
り
ま
す
。

ｌ
原
発
賠
償
関
西
訴
訟
Ｉ

弁
護
士
宮
本
亜
紀

二
○
三
年
三
月
二
日
の
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
と
福
島
原
子
力
発
電

所
事
故
か
ら
も
う
す
ぐ
三
年
、
福
島
県

か
ら
だ
け
で
も
一
五
万
人
が
放
射
能
被

爆
か
ら
避
難
し
、
関
西
に
も
多
く
の
避

避
難
の
権
利
、

の
未
来
、

｜
●
●
●
●
●
’

う
財
産
分
与
の
一
種
な
の
で
す
が
、
通
常
の
財
産
分
与
と
は
若
干
性
格
を
異
に

し
ま
す
。
財
産
分
与
と
い
う
の
は
、
婚
姻
期
間
中
に
夫
婦
が
築
き
上
げ
た
財
産

（
夫
名
義
で
あ
る
こ
と
が
多
い
）
を
離
婚
時
に
清
算
す
る
制
度
で
、
多
く
の
ケ
ー

ス
で
は
五
分
五
分
で
分
与
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
分
与
の
請
求
は

離
婚
時
で
あ
る
に
し
て
も
、
分
与
の
対
象
と
な
る
財
産
が
い
つ
の
時
点
の
財
産

か
と
い
え
ば
、
通
常
は
婚
姻
関
係
が
実
質
的
に
破
綻
を
し
た
時
期
と
さ
れ
ま
す
。

こ
の
時
点
以
降
は
、
夫
婦
共
同
の
財
産
形
成
が
無
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
年
金
分
割
は
そ
う
で
は
な
く
墓
準
時
は
あ
く
ま
で
離
婚
の
届
け
出
時

と
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
長
期
間
の
別
居
後
の
年
金
分
割
の
際
に
は
紛
争

が
起
き
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
分
割
を
請
求
さ
れ
る
側
か
ら
す
れ
ば
、
夫
婦

と
し
て
の
生
活
実
態
が
長
期
間
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
期
間
の
年
金
記

録
も
折
半
と
な
る
の
は
納
得
が
い
か
な
い
と
い
う
わ
け
で
す
。

Ａ
さ
ん
は
、
家
庭
裁
判
所
へ
審
判
を
申
立
て
た
結
果
、
按
分
割
合
を
○
・
五
、

つ
ま
り
折
半
の
審
判
が
下
さ
れ
、
高
等
裁
判
所
で
も
審
判
が
維
持
さ
れ
ま
し
た
。

厚
生
年
金
が
婚
姻
期
間
中
の
保
険
料
納
付
に
よ
り
夫
婦
双
方
の
老
後
の
所
得
保

障
を
同
等
に
形
成
し
て
い
く
と
い
う
社
会
保
障
的
性
質
及
び
機
能
を
有
し
て
い

る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
原
則
と
し
て
分
割
割
合
は
折
半
と
す
べ
き
と
の
理
由
か

ら
で
す
。

ち
な
み
に
年
金
の
分
割
請
求
は
、
離
婚
か
ら
二
年
を
経
過
す
る
と
出
来
な
く

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
を
。

長
期
間
別
居
後
の
離
婚
と
年
金
分
割

弁
護
士
坂
田
宗
彦

Ａ
さ
ん
が
、
離
婚
し
た
夫
が
年
金
分
割
に
応

じ
て
く
れ
な
い
と
し
て
相
談
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

離
婚
に
至
る
ま
で
、
同
居
し
た
期
間
よ
り
も

別
居
し
て
い
た
期
間
の
方
が
相
当
長
い
と
い
う

事
案
で
し
た
。

す
っ
か
り
定
着
し
た
年
金
分
割
制
度
、
正
確

に
言
え
ば
年
金
記
録
の
分
割
で
す
。
離
婚
に
伴

匂
●
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電話相談
出張相談実施中
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安心して地域で蟇ぢ‘していくために
､-＝--’－－．‐-－－－

③ ≦錘②
今 =F>

封 画封
翌日までに弁護士から

お電話します。

電話相談・詳細確認
（電話相談は無料）

必要に応じて

自宅・施設・病院に出張。

法律相談を行います。

Fakるほど出張岨調一るほど出張岨言ーロ

訪問販売の被害から、成年後見制度で

専門家によるサポート体制

介護保険のケアマネージャーから、一人暮らしの80歳の女性が訪問販

売で不必要な高価な浄水器を買ってしまったという電話相談がありました。

法律的に売買契約の無効主張ができるか詳しく事情を間くため、ケアマネ

ージャーと一緒にご自宅へ訪問しました。クーリングオフ期間に間に合っ

て比較的簡単に契約解除できましたが、ご本人の判断能力が十分でなく不

安があるので、遠方に住む息子さん達とも話し合い、裁判所に成年後見制

度のうち保佐開始審判の申立をし、弁護士が保佐人に選任されました。現

在は、法律的な財産管理や身上監護（介護サービス契約等の代理・援助）

のため、月に1回訪問してご本人の気持ちを間きながら、ケアマネージャ

ーとも連絡をとって援助しています。これにより、家事ヘルパーやデイサ

ービス利用で日常的な身体的介助は福祉関係者が、法律的な財産管理等は

弁護士が専門性を活かして協力して、一人暮らしで少し日常生活に不安の

ある方を見守り支える体制ができました。

ｍ
ｍ

ｍ
ｍ

ｍ
ｍ
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廷

1

安
倍
首
相
の
精
神
構
造
を
疑
う
弁
護
士
小
林
保
夫

集
団
的
自
衛
権
の
名
の
も
と
に
憲
法
九
条
を
形
骸
化
し
て
国
防
軍
を
創
設
し
、
国
家
安
全
保

障
会
議
の
名
目
で
ア
メ
リ
カ
軍
に
追
従
し
て
地
球
の
裏
側
ま
で
軍
隊
を
送
り
、
多
数
の
戦
死
者

を
生
む
の
を
い
と
わ
な
い
。

平
和
を
躁
踊
し
、
大
企
業
と
軍
需
産
業
を
う
る
お
す
多
額
の
軍
事
費
を
捻
出
す
る
た
め
に
国

民
の
生
活
を
犠
牲
に
す
る
。

そ
ん
な
政
策
の
遂
行
に
不
満
を
抱
き
、
あ
る
い
は
抵
抗
す
る
国
民
を
押
さ
え
込
む
た
め
に
国

家
秘
密
保
護
法
を
作
っ
て
国
民
に
対
す
る
監
視
と
弾
圧
の
体
制
を
作
る
。

郷
愁
弁
護
士
森
信
雄

娘
が
京
都
で
下
宿
生
活
を
始
め
、
夫
婦
の
間

で
京
都
を
話
題
に
す
る
機
会
が
増
え
た
。
学
生

生
活
を
送
り
、
様
々
な
経
験
を
重
ね
、
そ
の
後

の
人
生
の
礎
と
な
っ
た
私
の
「
第
二
の
故
郷
」

で
あ
る
。
京
都
を
訪
れ
、
変
化
を
見
つ
け
て
は

時
の
流
れ
に
思
い
を
馳
せ
、
変
わ
ら
ぬ
町
並
み

に
は
心
和
む
。
過
去
の
記
憶
は
往
々
に
し
て
美

化
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
た
と
え
自
己

に
都
合
の
よ
い
錯
誤
が
潜
ん
で
い
よ
う
と
も
、

青
春
の
思
い
出
は
懐
か
し
く
心
地
よ
い
。

安
倍
首
相
の
め
ざ
す
日
本
は
、
ま
さ
に
軍
事
国

家
、
警
察
国
家
、
独
裁
国
家
そ
の
も
の
で
あ
る
。

来
日
し
た
ア
メ
リ
カ
の
ケ
リ
ー
国
務
長
官
（
外

務
大
臣
）
、
ヘ
ー
ゲ
ル
防
衛
長
官
（
防
衛
大
臣
）
は
、

安
倍
首
相
の
強
い
期
待
に
も
か
か
わ
ら
ず
靖
国
神

社
参
拝
を
選
ば
ず
、
あ
え
て
千
烏
ヶ
淵
戦
没
者
薑

苑
に
赴
い
た
。
安
倍
首
相
の
思
想
や
政
治
姿
勢
が
、

ア
メ
リ
カ
政
府
か
ら
も
警
戒
さ
れ
、
批
判
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
示
す
強
烈
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。

安
倍
首
相
の
精
神
構
造
は
、
異
常
で
あ
る
。

こ
ん
な
安
倍
首
相
の
命
運
は
長
く
は
な
い
。
長

く
て
い
い
は
ず
が
な
い
。

1

－F

よろしくお願いします
に
行
き
ま
し
た
。
夜
は
、
上
野
に
あ
る
ホ
テ
ル
鴫
外
荘
に
泊
ま
り
ま
し
た
。
こ
こ
は
、
森
鴫
外

が
数
年
間
住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
だ
そ
う
で
、
鴫
外
が
住
ん
で
い
た
建
物
が
、
一
部
保
存
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
翌
日
は
、
竹
芝
桟
橋
か
ら
二
時
間
の
東
京
湾
ク
ル
ー
ズ
で
し
た
。

私
は
、
五
○
年
以
上
前
に
東
京
で
学
生
生
活
を
し
て
い
た
の
で
、
今
さ
ら
東
京
見
物
で
も
な

い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
さ
す
が
東
京
で
す
。
わ
ず
か
二
日
間
で
し
た
が
、
大
変

充
実
し
た
も
の
で
し
た
。

東
京
見
物
弁
護
士
鈴
木
康
隆

昨
年
の
秋
、
大
学
時
代
か
ら
ず
っ
と
親
し

く
し
て
い
た
友
人
達
三
夫
婦
で
東
京
見
物
を

し
ま
し
た
。
元
々
は
五
夫
婦
で
、
こ
こ
数
年
間
、

毎
年
秋
に
、
箱
根
、
鳥
取
、
長
野
、
京
都
・

奈
良
な
ど
を
旅
行
し
て
い
た
の
で
す
が
、
年

を
経
る
ご
と
に
参
加
者
は
減
り
、
今
年
は
三

夫
婦
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
台
東
区
に
あ
る
樋
口
一
葉
館
と
、

上
野
の
都
立
美
術
館
で
催
さ
れ
て
い
た
イ
ギ

リ
ス
を
代
表
す
る
画
家
タ
ー
ナ
ー
の
展
覧
会

’
ー

若
い
世
代
に
引
き
渡
し
た
い
バ
ト
ン

弁
護
士
渡
辺
和
恵

今
年
の
春
に
弁
護
士
生
活
四
○
年
目
に
入
り
ま

す
。
弁
護
士
に
な
っ
た
年
は
、
国
連
の
国
際
婦
人

年
で
し
た
。
世
界
で
女
性
が
生
き
生
き
自
分
の
人

生
を
ま
っ
と
う
出
来
る
時
代
の
幕
開
け
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
こ
の
二
○
年
競
争
万
能
主
義
が
は
び

こ
り
、
女
性
の
貧
困
、
子
ど
も
の
貧
困
が
社
会
の

テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
貧
富
の
格
差
を
是
と

す
る
社
会
が
ま
つ
と
う
に
発
展
す
る
は
ず
が
あ
り

ま
せ
ん
。
も
う
少
し
現
役
で
働
き
、
若
い
世
代
に

心
豊
か
に
生
き
ら
れ
る
社
会
を
引
き
渡
し
た
い
も

の
で
す
。



代
を
ど
う
生
き
て
い
こ
う
か
と
い
う
問
い
自
体
が
よ
く
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
ま
あ
、
原
発
事
故
賠
償
訴
訟
が
本
格
的
に
な
り
ま
す
し
、
日
弁
連
で

は
「
意
思
決
定
支
援
」
を
重
視
し
た
成
年
後
見
制
度
の
抜
本
的
見
直
し
が
忙
し

く
な
り
ま
す
。
き
っ
と
、
ま
た
立
ち
ど
ま
る
暇
も
な
く
過
ぎ
る
で
し
ょ
う
が
、

一
つ
ひ
と
つ
を
丁
寧
に
や
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

い
ま
だ
「
知
命
」
に
至
ら
ず
：
、

弁
護
士
青
木
佳
史

四
○
代
最
後
の
一
年
で
し
た
が
、
い

つ
も
と
同
じ
よ
う
に
、
サ
ー
ッ
と
過
ぎ

去
っ
て
い
き
ま
し
た
。
人
生
一
○
○
年

が
珍
し
く
な
く
な
り
、
内
外
の
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
が
七
○
代
に
な
っ
て
も
ダ
フ

に
現
役
で
ラ
イ
ブ
を
し
て
い
る
の
を
見

る
に
つ
け
（
ポ
ー
ル
マ
ッ
カ
ー
ト
ニ
ー

の
若
い
こ
と
！
）
、
さ
て
こ
れ
か
ら
五
○

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
交
響
曲
全
集
弁
護
士
坂
田
宗
彦

一
人
の
指
揮
者
が
楽
団
を
指
揮
し
て
べ
Ｉ
ト
ー
ヴ
エ
ン
の
九
つ
の
交
響
曲
全
曲
を
録

音
し
た
も
の
が
全
集
で
、
カ
ラ
ヤ
ン
と
ベ
ル
リ
ン
フ
ィ
ル
な
ど
が
有
名
で
す
。
昔
は
ず

い
ぶ
ん
高
価
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
や
居
酒
屋
に
一
回
行
っ
た
程
度
の
料
金
で
入
手
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
評
論
家
は
指
揮
者
が
違
え
ば
別
の
音
楽
の
よ
う
に
聞
こ
え

！

る
と
も
言
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
、
私

に
は
そ
れ
ほ
ど
の
差
異
が
聞
き
取
れ
な
い

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
同
じ
よ
う
な
感
じ

の
も
の
を
何
組
も
購
入
し
て
し
ま

《

っ
て
い
ま
す
。
も
う
買
わ
な
い
ぞ

と
思
っ
て
も
、
千
円
ち
ょ
っ
と
で

特
売
し
て
い
る
の
を
見
る
と
そ
の

決
心
も
揺
ら
ぎ
ま
す
。

で
も
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
す

ば
ら
し
い
。
な
に
よ
り
元
気
が
出

ま
す
。

今年も
識-〆1

－

憲
法
を
考
え
る
と
き
に
お
す
す
め
の

出
張
相
談
と
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
弁
護
士
岩
田
研
二
郎

昨
年
よ
り
事
務
所
で
始
め
た
高
齢
者
・
障
が
い
者
む
け
の
電
話
相
談
・
出
張
相
談
の
担
当

日
が
一
ケ
月
に
二
～
三
日
ま
わ
っ
て
き
ま
す
。
昔
の
依
頼
者
で
高
齢
に
な
ら
れ
「
足
が
悪
く

て
事
務
所
に
行
け
な
い
の
で
自
宅
に
き
て
ほ
し
い
」
と
い
わ
れ
る
方
な
ど
も
結
構
お
ら
れ
ま

す
。
電
話
で
済
ま
な
い
場
合
は
、
ご
自
宅
ま

で
い
き
ま
す
が
、
私
の
事
務
所
は
元
々
地
域

事
務
所
と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
し

て
お
り
、
地
元
の
地
理
も
よ
く
わ
か
る
の
で
、

苦
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
ご
自
宅
で
お

話
を
う
か
が
う
と
、
相
談
さ
れ
る
方
が
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
て
お
ら
れ
る
の
で
、
話
が
弾
む
こ

と
も
あ
り
、
満
足
感
も
も
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

私
た
ち
が
活
動
す
る
地
域
も
高
齢
化
が
進
み
、

「
あ
な
た
の
街
の
法
律
事
務
所
」
と
い
う
モ
ッ

ト
ー
を
具
体
的
に
実
現
す
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

の
取
り
組
み
で
す
。

の
一
冊
「
敗
北
を
抱
き
し
め
て
」

（
ジ
ョ
ン
・
ダ
ワ
ー
著
・
岩
波
書
店
）

弁
護
士
横
山
精
一

現
在
の
憲
法
は
ど
の
よ
う
に
し
て
つ
く
ら
れ

た
の
か
。
ジ
ョ
ン
・
ダ
ワ
ー
と
い
う
マ
サ
チ
ュ

ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
の
教
授
が
書
い
た
「
敗
北

を
抱
き
し
め
て
」
に
そ
の
い
き
さ
つ
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。
明
治
憲
法
の
壬
巨
し
で
十
分
だ
と

い
う
従
来
の
権
威
者
と
新
し
い
世
の
中
を
求
め

る
庶
民
の
願
い
の
違
い
。
民
間
の
憲
法
研
究
会

等
の
考
え
の
多
く
が
新
憲
法
に
取
り
入
れ
ら
れ
、

そ
の
考
え
の
淵
源
に
は
明
治
時
代
の
自
由
民
権

運
動
が
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
学
者
が
日
本
の

戦
後
を
よ
く
と
ら
え
て
い
ま
す
。

’



癒
し
の
あ
る
事
務
所
の
心
が
け

弁
護
士
古
本
剛
之

最
近
、
仕
事
の
関
係
で
総
合
病
院
を
訪
れ
る
機

会
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
多
く
の
病
院
が
、
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
に
広
い
空
間
を
設
け
、
き
れ
い
な
待
合
室

が
あ
り
、
快
適
な
利
用
が
で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ

て
い
ま
す
。
職
員
の
方
の
応
対
も
丁
寧
で
す
。
病

気
や
怪
我
で
ふ
さ
ぎ
込
み
そ
う
に
な
る
気
持
ち
を

癒
す
空
間
を
作
っ
て
お
ら
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

法
律
事
務
所
も
ま
た
、
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
て
気
持

ち
が
沈
み
が
ち
な
方
が
訪
れ
ま
す
。
そ
の
気
持
ち

を
和
ま
せ
る
快
適
な
空
間
作
り
が
、
事
務
所
で
も

欠
か
せ
な
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

マ
イ
マ
イ
カ
ブ
リ
弁
護
士
井
上
洋
子

初
め
て
マ
イ
マ
イ
カ
ブ
リ
を
見
た
。
マ
イ
マ
イ
カ
ブ
リ
と
は

カ
タ
ツ
ム
リ
を
食
べ
る
甲
虫
で
あ
る
。
図
鑑
の
写
真
で
は
ど
う

猛
で
下
品
な
感
じ
と
受
け
止
め
て
い
た
。
し
か
し
、
実
物
は
、

ま
じ
め
な
風
情
で
黙
々
と
歩
い
て
お
り
、
体
つ
き
は
精
桿
で
、

深
い
紺
黒
の
つ
や
け
し
の
色
あ
い
で
渋
い
な
り
を
し
て
い
た
。

虫
な
が
ら
生
き
る
苦

労
と
汚
持
み
た
い
な

も
の
を
感
じ
さ
せ
て

か
っ
こ
よ
か
っ
た
。

一
目
惚
れ
し
て
し
ま

っ
た
。
自
立
し
て
し

っ
か
り
生
き
て
い
る

生
物
は
ど
れ
も
美
し

い
。
私
も
そ
う
あ
り

た
い
。

こ
の
休
み
で
気

力
体
力
と
も
充

実
さ
せ
、
今
年

一
年
、
エ
ン
ジ

ン
全
開
で
頑
張

り
た
い
と
思
い

ま
す
。

か
る
状
態
で
す
が
、

い
状
態
で
し
た
が
、
こ
の
お
休
み
中
は
「
奥
様
ト
ー
ク
」
に
初

参
加
（
１
）
な
ど
幾
多
の
得
難
い
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
子
ど

も
達
は
手
の
掛
Ｌ
ｌ
Ｉ
■
■

元
気
に
復
帰
し
ま
す
！
弁
護
士
峯
田
和
子

昨
年
初
め
に
第
二
子
を
出
産
し
、
し
ば
ら
く
お
休
み
を
頂
い

て
お
り
ま
し
た
。
年
明
け
か
ら
い
よ
い
よ
仕
事
に
復
帰
い
た
し

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
生
活
で
は
隣
近
所
の
方
の
顔
す
ら
覚
束
な

い
状
態
で
し
た
が
、
こ
の
お
休
み
中
は
「
奥
様
ト
ー
ク
」
に
初

一
一
季
■

一

塁

《
一

引
っ
越
し
で
振
り
返
る
精
い
っ
ぱ
い
の
二
年
弁
護
士
宮
本
亜
紀

年
末
に
引
っ
越
し
を
し
ま
し
た
。
法
律
か
ら
政
治
に
関
わ
る
様
々
な
学
習
会
や
集
会
に
出

『‐字署

②
源

＝

蚤

●

笠
険
料
を
納
め

て
い
な
が
ら
、

な
ぜ
安
心
し

て
老
後
を
迎

え
ら
れ
な
い

の
か
。
こ
の

春
に
は
消
費

税
率
が
八
％

に
引
き
上
げ

ら
れ
る
。
「
福

祉
の
た
め
」

と
の
美
名
が

空
々
し
い
。

老
人
漂
流
社
会
弁
護
士
増
田
尚

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
の
「
老
人
漂
流
社
会
」
シ
リ
ー
ズ
が
話

題
に
な
っ
て
い
る
。
社
会
的
に
無
縁
と
な
っ
た
老
人
が
、
病
院
、

介
護
施
設
な
ど
を
た
ら
い
回
し
に
さ
れ
る
。
生
活
保
護
、
介
護

保
険
、
医
療
な
ど
の
制
度
が
あ
っ
て
も
、
人
ひ
と
り
、
地
域
で

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
を
保
障
で
き
な
い
。
長
く
働
き
税
金
や
保

》
蓉
幸

Ⅱ
肌
剛
Ｗ
Ｉ
ｌ
ｔ

た
り
、
日
常
的
に
勉
強
を
深
め
よ
う
と
思
っ
て

残
し
て
お
い
た
資
料
や
本
が
、
未
整
理
で
大
量

に
出
て
き
ま
し
た
。
私
は
、
若
手
弁
護
士
と
し

て
こ
の
二
年
で
、
司
法
修
習
生
の
給
費
制
問
題
、

憲
法
改
正
問
題
、
秘
密
保
護
法
問
題
な
ど
に
精

い
っ
ぱ
い
取
り
組
ん
で
講
師
活
動
等
も
し
ま
し

た
が
、
そ
の
他
の
人
権
社
会
的
諸
課
題
は
学

習
が
浅
か
っ
た
こ
と
に
悔
や
み
、
今
年
は
も
っ

と
、
人
間
と
し
て
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

叙
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断
捨
離
で
き
な
い
林
美
寿
子

久
し
ぶ
り
に
「
何
で
も
入
れ
引
き
出
し
」
の
整
理
を
し
た
。
三
○
年

前
の
祖
母
か
ら
の
ハ
ガ
キ
、
二
○
代
の
妹
か
ら
の
悩
み
相
談
の
手
紙
な

ど
存
在
さ
え
忘
れ
て
い
た
も
の
が
出
て
き
た
。

一
○
数
年
前
、
幼
い
娘
が
ノ
ー
ト
の
切
れ
端
に
書
い
た
手
紙
「
お
さ
ら

わ
り
ま
し
た
せ
れ
で
み
て
く
ら
さ
い
」
「
あ
そ
び
に
い
い
て
き
ま
す
」
。

や
っ
ぱ
り
捨
て
ら
れ
ず
引
き
出
し
に
戻
し
て
し
ま
っ
た
。

〃
本
物
の
給
食
〃
を
！
坂
本
真
理
子

息
子
が
中
一
に
な
り
、
大
阪
市
立
中
学
校
の
給
食
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
ま
し
た
。
給
食
と
呼
ん
で
も
、
弁
当
が
ど
こ
か
ら
か
届
く
だ
け
。
不

人
気
で
、
利
用
率
は
息
子
の
ク
ラ
ス
で
七
％
。
案
の
定
、
「
と
に
か
く

ば
れ
る
竹
田
城
が
あ
り
ま
す
。
五
年
前
に
行
っ
た
と

き
は
人
気
も
少
な
く
寂
れ
た
所
で
し
た
。
見
頃
は
秋
か
ら
冬
で
す
。
こ

こ
数
年
訪
れ
る
人
が
多
く
、
城
壁
上
に
以
前
見
ら
れ
て
い
た
草
が
人
の

足
で
踏
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
ね
、
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
運
が
良
け
れ
ば

あ
の
雲
海
を
み
ら
れ
ま
す
。
自
然
を
楽
し
み
保
つ
心
を
も
っ
て
一
度
行

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
癒
さ
れ
ま
す
よ
。

L ‘臓
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に
似
合
わ
な
い
薔
薇
と
の
生
活
大
島
博
子

ゞ
オ
ー
ル
ド
ロ
ー
ズ
と
よ
ば
れ
る

古
い
種
類
の
薔
薇
と
出
会
い
、

〃
幽
鯆
輌
準
劉
噸
鰡
篭

巍
簿
》

え
な
い
。
ト
ゲ
の
あ
る

伝
”
凶
雑
草
み
た
い
。
無
精
な

詞
だ
け
だ
」
、
と
言
わ
れ

‐
、
企
て
い
ま
す
。
三
年
く
ら

１繩
幸
一
ロ
尋
口
龍
鐸
窪
垂
畦
季
韮
曲
繩
礒

■
■
『
鉛
認
憎
叩
て
あ
る
の
で
楽
し

県
朝
来
市
に
は
、
天
空
の
城
と
師

自
然
に
親
し
む

河
口
高
良

マ
ズ
イ
！
し
か
も
お
か
ず
が
常
温
で
も
な
く

冷
た
い
！
」
と
泣
き
つ
か
れ
、
一
○
月
か
ら

お
弁
当
を
作
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
毎
朝

の
三
○
分
、
眠
い
：
大
阪
府
は
本
物
の
給
食

普
及
率
が
全
国
最
低
。
今
、
改
善
運
動
に
参

加
中
で
す
。

つ
け
ま
し
た
。
淡
い
黄
色
地
に
刷
毛
で
描
い
た
よ
う
な
朱
色
の
模
様
。

紺
色
の
オ
リ
ー
ブ
の
実
の
絵
。
厚
手
の
ぽ
っ
て
り
と
し
た
丸
い
形
。

さ
て
、
新
し
い
一
年
が
始
ま
り
ま
す
。
明
る
い
色
の
愛
ら
し
い
水
さ
し

を
見
て
い
る
と
‘
何
だ
か
楽
し
い
一
年
に
な
る
よ
う
な
予
感
が
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
、
こ
の
街
山
本
望

近
々
、
引
っ
越
す
こ
と
に
な
っ
た
。
狭
い

の
で
、
何
度
も
転
居
を
考
え
る
こ
と
が
あ
っ

た
が
、
便
利
な
所
に
あ
る
の
で
、
結
局
一
○

年
も
住
ん
で
い
た
。
い
ざ
こ
の
街
を
出
る
と

な
る
と
、
パ
ン
屋
さ
ん
や
美
容
院
な
ど
お
世

話
に
な
っ
て
い
た
こ
の
地
域
の
こ
と
を
思
う

と
と
て
も
寂
し
い
が
、
こ
れ
か
ら
住
む
街
に
、

良
い
出
会
い
が
あ
れ
ば
い
い
な
と
楽
し
み
で

も
あ
る
。

オ
リ
ー
ブ
模
様
の
水
さ
し
松
谷
美
也

と
あ
る
お
店
で
、
陶
器
製
の
水
さ
し
を
見

笑
顔
の
効
用中
村
純
子

昨
年
は
二
度
目
の

育
児
休
暇
復
帰
の
一

年
で
し
た
。
子
育
て

を
し
て
い
る
と
、
爆
笑

微
笑
、
苦
笑
、
失
笑

；
。
よ
く
笑
い
ま
す
。

笑
い
飛
ば
さ
な
い
と

や
っ
て
い
ら
れ
な
い

と
言
う
の
も
あ
り
ま

す
が
、
子
ど
も
達
に

た
く
さ
ん
の
笑
顔
を

貰
い
、
お
か
げ
で
日
々

楽
し
く
属
し
て
い
蚕
恥

混
迷
す
る
日
本
社
会

／
－－－

P

畠
宮

声

今
年
は
珍
し
く
Ｐ
風
邪
を
ひ
か
な
い
一
年
に
な
り
そ
う
で
す
。
な
に

が
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
？
い
え
、
わ
か
り
ま
せ
ん
．
。
生
活
も
こ
れ
ま

で
と
何
も
変
え
た
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
今
年
は
二
年
に
一

度
か
か
っ
て
い
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
当
た
り
年
の
は
ず
。
ま
だ
ま
だ
油

断
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
（
と
、
原
稿
を
書
い
た
翌
日
に
し
っ
か
り
風

邪
を
ひ
い
た
の
で
し
た
：
）

変
化
の
中
で
大
石
理
絵

昨
年
は
新
し
い
環
境
・
仕
事
に
慣
れ
る
こ
と
で
大
変
で
し
た
。
今
年

は
も
う
少
し
余
裕
を
持
て
る
こ
と
に
期
待
し
つ
つ
、
大
好
き
な
ス
ポ
ー

ツ
と
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
な
が
ら
、
仕
事
上
で
も

研
鎖
を
積
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
シ
ス
テ
ム
で
保
育
は
ど
う
な
る
の
岬
塩
野
直
美

子
ど
も
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
が
平
成
二
七
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
の
で
、
娘
の
保
育
園
で
は
先
生
と
親
で
勉
強
会
や
署
名
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
親
の
就
労
時
間
に
よ
っ
て
、
保
育
時
間
が
変
わ
っ
た
り
、

補
助
金
の
仕
組
み
が
変
わ
る
の
で
保
育
以
外
の
目
的
に
も
使
え
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
待
機
児
童
ゼ
ロ
と
い
う
結
果
だ
け
で
は
な
く
、
保
育

の
内
容
を
重
視
し
て
ほ
し
い
と
強
く
思
い
ま
す
。

＝

■

読
書
谷
垣
郁

寝
る
前
、
布
団
に
入
り
な
が
ら

読
書
を
し
ま
す
が
、
ど
う
し
て
も

ニ
ペ
ｌ
ジ
も
進
ま
な
い
う
ち
に
寝

て
し
ま
い
ま
す
。
う
つ
伏
せ
で
読

書
し
て
い
る
格
好
の
ま
ま
力
尽
き

る
こ
と
も
。
読
ん
だ
内
容
も
寝
ぼ

け
て
覚
え
て
お
ら
ず
、
次
の
日
ま

た
同
じ
と
こ
ろ
か
ら
読
ん
で
は
寝

て
し
ま
い
．
；
の
繰
り
返
し
で
な

か
な
か
進
み
ま
せ
ん
。
読
み
た
い

本
を
買
い
足
し
て
い
ま
す
が
、
読

め
る
の
は
い
つ
に
な
る
こ
と
や
ら
。

で
す
が
、
子
ど
も
達
が
ず
っ
と
笑

顔
で
い
ら
れ
る
よ
う
な
社
会
を
作

っ
て
い
く
責
任
を
い
っ
そ
う
強
く

感
じ
背
筋
正
さ
れ
る
思
い
で
す
。

風
邪
を
ひ
か
な
い
鳥
居
誠
志




